
平成 22 年 2 月 9 日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 住 友 倉 庫 

代表者名  社  長  安  部  正  一 

(コード番号 9303 東証・大証第 1部) 

問合せ先  執行役員経理部長 八木宗治 

(電話 06-6581-1183) 

 

 

 

当社子会社（遠州トラック株式会社）の業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
 当社の連結子会社である遠州トラック株式会社が国税当局の更正処分に伴う当連結会計年度へ
の影響額及び平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日）の通期業績予想の修
正を別紙のとおり公表しましたのでお知らせします。なお、本件による当社連結業績予想への影
響は軽微であります。 

 
以 上 



        

平成 22 年 2月 9 日 

 

各  位 

会 社 名   遠 州 ト ラ ッ ク 株 式 会 社 

代表者名   代表取締役社長   澤 田 邦 彦 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード ９０５７） 

問合せ先  

取締役専務執行役員管理本部長 

                 井 上 正 明 

電 話   ０５３８－４２－１１１１ 

 

  更正処分に伴う当連結会計年度への影響額及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 21 年 6 月 22 日付け「当社元従業員による不正行為に関するお知らせ」及び 

平成 21 年 9 月 18 日付け「当社元従業員による不正行為に関する調査結果について」にて当社

元従業員による当社資産の流用を疑わせる不正行為（以下、本件という）に関し公表いたしま

したが、今般、税務当局から本件に関する更正処分を受け、それに伴う当連結会計年度業績へ

の影響額がほぼ確定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、本件に伴い、平成 21 年 5 月 11 日付け公表の 平成 22 年 3 月期通期（連結・個別）の

業績予想を下記のとおり修正いたします。 

                    記 

１．国税当局の更正処分に伴う当連結会計年度への影響額 

本件に係る税務当局の更正処分により、当連結会計年度への影響額（一部概算額を含む） 

は、営業外費用 23 百万円、過年度法人税等 181 百万円、これに税効果会計を適用した法人

税等調整額△120 百万円となり、合わせて正味損失額 84 百万円となりました。このうち、

当連結会計年度第 2四半期決算において一部を処理済みであり、当第 3四半期おいては、営

業外費用 7百万円、過年度法人税等 55 百万円、法人税等調整額△4百万円、合わせて正味

損失額 59 百万円を新たに計上することとなりました。 

 

２．平成 22 年 3 月期 通期業績予想の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

 (1) 連結                            （単位：百万円） 

    営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 19,200 870 740 400

今回修正（Ｂ） 19,200 870 720 320

増 減 額（Ｂ-Ａ） 0 0 △   20 △  80

増 減 率（％） 0.0 0.0 △  2.7 △ 20.0

（ご参考）前期実績 18,516 913 852 △  615
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(2) 個別                              （単位：百万円） 

    営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 16,100 740 640 340

今回修正（Ｂ） 16,100 740 620 260

増 減 額（Ｂ-Ａ） 0 0 △   20 △  80

増 減 率（％） 0.0 0.0 △  3.1 △ 23.5

（ご参考）前期実績 14,835 753 692 △  689

  

３．業績予想の修正理由 

 (1) 連結業績予想 

  前記のとおり、本件に伴い法人税等の加算税等が発生したことにより、経常利益及び当 

期純利益におけるその影響額相当を見直したものであります。 

    

(2) 個別業績予想 

   連結業績予想の修正と同様の理由によるものであります。 

 

  ※前記の業績予想の数値は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき作成

したものであり、実際の業績等は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があり

ます。 

                                      以 上 

 




